



［論 文］ 聖書拝読？（１） の用法
Scripture, to be Read or Worshipped？（１）
Usage of 楠 本 史 郎要旨日本のキリスト教会ではしばしば、礼拝のなかで聖書を読むことを「拝読」と言い表してきた。しかし旧約において 〔qara〕が「読む」という意味で用いられる場合には、ほとんどが「声に出して読む」、「朗読する」ことを表す。それは、一般の文書であれ、「主の律法」など、神の言葉と信じられている文書が礼拝で読まれる場合であれ、同様である。この旧約の理解に基づくなら、礼拝の中で神の言葉が会衆の前で公に朗読され、翻訳・解説を伴って会衆に理解されることが重要である。礼拝における聖書朗読の意味が明確にされ、ふさわしく行われ、聞かれることが、現代の教会に求められている。キーワード：聖書拝読（reading scripture as being worshipped）／朗読（reading）
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表１ の用法『新共同訳聖書』の翻訳叫ぶ、告げる、宣言する、布告する 呼ぶ、求める、祈る、招く、召集する 名づける 読む、朗読する 他。迎える、向かう、など 計創世記 １９ ４２ ５０ １４ １２５出エジプト記 ４ ２５ ６ １ ７ ４３レビ記 ３ ５ ２ １０民数記 １４ ４ ８ ２６申命記 ３ １６ １ ２ ６ ２８ヨシュア記 １１ ４ ２ ３ ２０士師記 ２ ２４ １２ ３８ルツ記 ４ ２ １ ７サムエル記上 ３ ２９ ６ １９ ５７サムエル記下 ３ ２７ １ １６ ４７列王記上 ４ ３５ ９ ４８列王記下 ９ ２１ ６ １４ ５０歴代誌上 １０ ４ ４ １８歴代誌下 ２ １０ １ ２ １ １６エズラ記 １ １ ２ ４ネヘミヤ記 １ １ １ ５ ８エステル記 ２ ８ １ １１ヨブ記 １ ８ １ ２ １２詩編 １ ５２ ２ ３ ５８箴言 １ １６ ２ １９コヘレトの言葉 １ １雅歌 １ １イザヤ書 ８ ６４ ６ ４ ６ ８８エレミヤ書 １２ ４１ １２ ６ ７１哀歌 １ ４ ２ ７エゼキエル書 ２ ６ １ ９ダニエル書 ５ ５ ４ １４ホセア書 １ ７ ２ １０ヨエル書 ６ ６アモス書 １ ５ １ ７ヨナ書 ３ ５ ８ミカ署 １ １ ２ハバクク書 １ １ゼファニヤ書 ２ ２ハガイ書 １ １ゼカリヤ書 ９ ２ １ １２マラキ書 １ １計 ９２ ５１７ ９５ ４２ １４０ ８８６割合 １０．３８％ ５８．３５％ １０．７２％ ４．７４％ １５．８０％ １００％































２）文書を読み上げる旧約における が「読む」という意味で使われる場合、その多くは、「声に出して読む」、「朗読する」ことを表している。それは、礼拝で神の言葉を会衆の前で読み上げることを指すとともに、多くの公的文書や手紙を公にすることをも指している。旧約ではこの意味で、１０回、使用されている。（１）エズラ記４：１８、２３ 捕囚からの帰還を果たし、エルサレムの城壁を改修しようとするユダヤ人たちに対して、現地の反対勢力が、ペルシア王クセルクセスに書簡を送り、訴えたとされる。クセルクセスは、旧約原典ではハシャスタとなっている。しかしこの名はペルシア王の中には見当たらない。おそらくアルタクセスクセス１世（BC４６５―４２４）のことと思われる１９）。その手紙は公文書として受理され、１７節以下の王の返信によれば、王の「前で翻訳され、読み上げられた」（１８節）と記される。王は工事中止を文書で命令した。この王の命令書が、反対勢力の「前で朗読された」（２３節）。ここでは、 は、公的な朗読と宣言を意味する。（２）エステル記１：１ ここでは、同じ語が、前項とは反対の、つまりユダヤ人にとって有利な方向で用いられている。クセルクセス王は、一旦は家臣ハマンの讒言により、ユダヤ人の家臣モルデカイを処刑しようとする。しかし王が宮廷日誌を「読み上げさせた」際、モルデカイの業績を発見する。ここでも は、公的文書を朗読することを意味する。しかし前項におけるエズラ記の叙述と異なり、この場合には、ユダヤ人を窮地から救い出す結果をもたらす。（３）エレミヤ書２９：２９ バビロニアの攻撃により、紀元前５８７年、エルサレムは陥落し、ユダ王国は滅亡する。おもだった民は捕らえられ、敵国へと移され、捕囚の民となる。これに対して、多くのユダヤ人高官や祭司は、捕囚が早期に終了し、民がエルサレムに帰還することを期待した。それに対して預言者エレミヤはエルサレムから捕
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２）「自分のために」という語は、『新共同訳』では省略されている。しかし元来この規定は、国家の意志として軍備を拡大することを禁止しているものではない。むしろ、王が自らの力を養うために直属の軍備、つまり私兵を増強することを戒めていると考えられる。３）J. A. Thompson, Deuteronomy , Inter-Varsity Press,１９７４,
p.５８. Patrick D. Miller, Deuteronomy,１９９０（石黒則年訳日本基督教団出版局，２７頁）によれば、４：４４－２８：６８と推定されている。４）木田献一『旧約聖書注解』日本基督教団出版局、１９９３年、３５頁５）木幡藤子・大野恵正『旧約聖書注解』日本基督教団出版局、１９９６年、１７１頁。フランシスコ会聖書研究所『出エジプト記』１９６１年、１４７頁６）木幡・大野、前掲書、１７２頁７）Ronald E. Clements, Exodus, the Cambridge Bible
Commentrary, １９７２. 時田光彦訳、日本基督教団出版局、１３４頁８）木幡・大野、前掲書、１７２頁、フランシスコ会、前掲書、１４７頁９）「この二回の散血の間に読みあげられる契約の書の条件に基づいて、いけにえの血は両者を荘厳に結合する。契約の儀式後のいけにえの会食は、この結合を象徴する」（フランシスコ会聖書研究所、前掲書、１４９頁）。そこでは、カトリック教会の立場から、キリストの最後の晩餐を記念する聖餐において、パンとぶどう酒が聖変化を遂げ、そこに実現するキリストの血が、秘跡的に贖罪を成し遂げると主張されている。カトリック的解釈ではあるが、当該テキストのなかに、神の言葉の朗読と聖餐とが結び付けられ、復活のキリストとの交わりが成立する旧約的根拠が求められている。１０）申命記３１：９は、この時、朗読された律法の書はモーセ自身が書き記したものとしている。申命記は、律法の書がモーセ自身によって書き記されたとし、その神的権威を主張している。他にも、１７：１８－１９、２９：１９b―２０、２６では、律法の書の神的権威がモーセに結び付けられている。１１）鈴木佳秀『旧約聖書注解』日本基督教団出版局、１９９６年、３６１頁。１２）G. Earnest Wright, the Interpreter’s Bible 2 , Abingdon
Press,１９５３, p.５１２
１３）Joseph R. Sizoo, the Interpreter’s Bible 2 , Abingdon Press,
1953, p.596１４）鈴木佳秀、前掲書、３６１頁１５）Norman H. Snaith, the Interpreter’s Bible 3 , Abingdon
Press,１９５４, p.３１９１６）Holscher, Esra und Nehemia, p.５４３（Raymond A.
Bowman,the Interpreter’s Bible 3 , Abingdon Press,１９５２,
p．７３４による）１７）Raymond A. Bowman, ibid. p．７３４１８）Raymond A. Bowman, ibid. p．７３６１９）柊瞬生『旧約聖書注解』日本基督教団出版局、１９９６年、８００頁２０）木田献一・清重尚弘『旧約聖書注解』日本基督教団出版局、１９９４年、４５８頁
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